
『障がい等があっても仕事ができる。障がい等に関係なく、

すべての人が生きがいを持って、自分らしく生活できる社会

の実現』を目的に、安芸市農福連携研究会を立ち上げ、農業

分野における担い手確保や農地等の維持活用および、福祉分

野における障がい者等の就労機会の確保と支援体制の確立に

取組んでいます。

●お申込・お問合せ

安芸市農福連携研究会（事務局：安芸市農林課内）

TEL：0887-35-1016 FAX：0887-35-4445

共催：高知県・安芸市・(一社)高知県農業会議・高知県農業協同組合

吉田 行郷 農林水産政策研究所 企画広報室長

６/ 金

※ 参加費無料、ランチ交流会：お弁当（500円/100個限定）

10：00～15：00
会

場
安芸総合社会福祉センター ３階ホール

14
令和元年

講

師

〒784-0007 高知県安芸市寿町2-8

定員
150名

農福連携事業により、
安芸市では、27名が
就労しており、
雇用農家数では17戸
（H31.3月現在）
となっています。

お気軽にご参加下さい！
多くの農家の皆様のご参加を

お待ちしております



講師：吉田 行郷 （よしだ ゆきさと：農林水産政策研究所 企画広報室長）

【メッセージ】
近年、社会福祉法人・NPO法人などの農業分野への相次ぐ進出により、障がい者の方々の農業分野で

の活躍が注目されるようになってきています。
そうした中で、障がい者の皆さんの持っている潜在能力を活かし、地域農業・地域社会での彼等の居場

所を作っていくことで、農業サイド、福祉サイドそれぞれが抱えていた課題を克服する事例も出てきています。
また、そうした事例を農業部局と福祉部局が連携することで支援を行う地方公共団体も次第に増えてき

ています。地域農業において障害者の皆さんが大きな戦力になっている事例を基に、今後、どのような展開
が考えられ、また、どのような支援が求められるのか、皆さんと一緒に考えてみたいと思っています。

【略歴・専門分野】
・1962年生まれ。
・1985年東京大学農学部卒、農林水産省入省。
・1988～1990年経済企画庁に出向。
・1996～1999年JETROロンドンセンター駐在。
・1999～2002年大臣官房企画室勤務。
・2005年より農林水産政策研究所勤務。
・2015年博士（農学）取得。
・2016年4月より（企画広報室長 兼 首席政策研究調整官）。
・2019年4月より現職（企画広報室長）。
専門分野：農業経済学

申込締切：令和元年 ６月３日（月）までにお申し込み下さい

【参加申込書】

【タイムスケジュール】 ※農福マルシェも同時開催致します
10：00 開会
10：00～12：00 講演会
12：00～13：00 ランチ交流会
13：00～15：00 パネルディスカッション（雇い入れ農家・福祉関係者など）

質疑応答
15：00 閉会

ふ り が な
参 加 者 名

住 所

電 話 番 号

所 属


